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ご意見箱は、郵送のほか各
庁舎に設置されている『まち
づくりご意見箱』（常時設置）
へも投函できます。

　

今
年
度
『
市
長
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
・
ま
ち

づ
く
り
ご
意
見
箱
』
に
お
寄
せ
い
た
だ
い
た

ご
意
見
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

　

な
お
、
寄
せ
ら
れ
た
貴
重
な
ご
意
見
の
す

べ
て
に
市
長
が
目
を
通
し
、
今
後
の
ま
ち
づ

く
り
の
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
交
通
規
制
の
実
施
な
ど
通
学
路
の
安

全
を
確
保
し
て
ほ
し
い
。（
30
代
・
男
性
）

　

現
在
、
市
の
交
通
指
導
員
と
大
仁
警

察
署
交
通
安
全
指
導
員
が
毎
朝
、
通
学

路
の
中
で
交
通
量

の
多
い
交
差
点
や

横
断
歩
道
に
立
ち
、

子
ど
も
の
安
全
を

守
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
運
転
者

の
マ
ナ
ー
向
上
の

た
め
の
地
道
な
啓
発
活
動
や
、
子
ど
も

た
ち
自
身
の
交
通
安
全
教
室
と
い
っ
た

取
り
組
み
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　

交
通
規
制
に
つ
い
て
は
大
仁
警
察
署

の
管
轄
で
す
が
、
市
も
学
校
や
Ｐ
Ｔ

Ａ
、
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
と
協
力
し
な

が
ら
、
実
施
に
向
け
た
検
討
を
警
察
と

共
に
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
後
も
、
子
ど
も
の
登
下
校
中
の

安
全
確
保
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

担
当　

地
域
安
全
課

☎ 

０
５
５（
９
４
８
）１
４
１
２

●
ご
み
持
ち
込
み
時
の
焼
却
場
で
の
受

付
渋
滞
を
解
消
し
て
ほ
し
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
60
代
・
男
性
）

　

現
在
、
ご
み
の
持
ち
込
み
件
数
が
増

加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
施
設
に
よ
っ
て

は
、
毎
月
第
１
・
第
３
日
曜
日
の
３
時

間
の
受
付
時
間
内
で
、
１
０
０
件
を
超

え
る
持
ち
込
み
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
中
で
も
、
待
ち
時
間
を
少
し
で

も
短
く
す
る
よ
う
、
受
付
方
法
を
改
善

し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
搬
入
す
る
日

の
分
散
や
分
別
の
徹
底
な
ど
で
受
付

時
間
が
少
し
で
も

短
縮
で
き
る
よ
う
、

広
報
や
出
前
講
座

な
ど
で
も
Ｐ
Ｒ
し

て
い
き
ま
す
。
ご

理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

担
当　

環
境
衛
生
課
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●
水
害
対
策
の
た
め
、
狩
野
川
と
韮
山

古
川
の
交
点
に
ポ
ン
プ
場
を
設
置
し
て

ほ
し
い
。　
　
　
　
　
（
80
代
・
男
性
）

　

韮
山
古
川
が
狩
野
川
へ
合
流
す
る
箇

所
に
、古
川
樋
門
が
あ
り
ま
す
。
現
在
、

市
で
は
国
・
県
に
古
川
樋
門
横
へ
の
ポ

ン
プ
場
建
設
を
要
望
し
て
い
ま
す
。

同
時
に
、
韮
山
古
川
周
辺
の
大
雨

に
よ
る
内
水
の
浸
水
被
害
軽
減
の
た

め
、
韮
山
古
川
の
河
川
管
理
者
で
あ
る

県
が
国
道
１
３
６
号
古
川
橋
よ
り
上
流

に
向
か
っ
て
順
次
、
河
川
改
修（
河
川

断
面
拡
幅
）を
実
施
し
て
い
ま
す
。

現
状
の
排
水
系
統
を
再
度
検
討
し

て
、
今
後
ど
の
よ
う
に
韮
山
古
川
へ
内

水
を
流
入
さ
せ
る
か
考
え
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

担
当　

建
設
課
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長岡清掃センター

通学路に立つ交通指導員

●
市
役
所
伊
豆
長
岡
庁
舎
玄
関
の
絵
画

や
姉
妹
都
市
な
ど
に
関
す
る
展
示
を
工

夫
し
て
ほ
し
い
。（
女
性
）

　

現
在
は
掲
示
ス
ペ
ー
ス
の
都
合
上
、

市
民
へ
の
周
知
の
掲
示
物
を
優
先
し
て

い
ま
す
。
掲
示
物
な
ど
が
少
な
い
場
合

は
、
展
示
し
て
い
る
絵
画
や
彫
刻
が
見

や
す
い
よ
う
工
夫
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
姉
妹
都
市
に
関
す
る
展
示
に

つ
き
ま
し
て
も
、
ご
指
摘
い
た
だ
き
ま

し
た
よ
う
な『
そ
の
地
に
想
い
を
は
せ

る
』よ
う
な
工
夫
を
し
た
展
示
を
心
が

け
た
い
と
思
い
ま
す
。

担
当　

財
務
課
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市
政
に
関
す
る
ご
意
見
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い

担
当　

秘
書
広
報
課
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◆申込み方法
特定健診（後期高齢者健診）を受診する場合は、電話で申し込
みをしてください。定員に達した場合、予約をお断りすること
があります。

追
加
健（
検
）診

　

今
年
度
、そ
れ
ぞ
れ
の
健（
検
）診
の
対
象
と
な
る
人
で
、未
受
診
の
人
は
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

受
診
費
用
は
す
べ
て
無
料
で
す
。
集
団
健（
検
）診
ま
た
は
個
別
健（
検
）診
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　

受
診
券（
受
診
票
）が
必
要
で
す
。
受
診
券
を
お
持
ち
で
な
い
人
は
、
健
康
づ
く
り
課
ま
た
は

国
保
年
金
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

特定健診について　問 国保年金課　☎ 055-948-2905
がん検診について　問 健康づくり課　☎ 055-949-6820

検診名 対象者 検査項目

特定健診

（後期高齢者

健診）

伊豆の国市の国民健康保険または後
期高齢者医療に加入している 40歳以
上（昭和 48 年３月 31 日以前に生ま
れた）の人　※対象となる人には 11
月に通知を送っています。詳しくは通
知をご覧ください。

問診、身体測定、
尿検査、血圧測定、
血液検査

胃がん検診

大腸がん検診

伊豆の国市に住んでいる 35 歳以上
（昭和53年３月31日以前に生まれた）
の人

胃：バリウム検査
条件に該当する人は
胃カメラ検査※
※個別検診のみ
大腸：便潜血反応検査

肺がん・結核

検診

伊豆の国市に住んでいる 40 歳以上
（昭和48年３月31日以前に生まれた）
の人

胸部レントゲン
撮影

肝炎ウイルス

検査

伊豆の国市に住んでいる 40 歳以上
（昭和48年３月31日以前に生まれた）
で過去に受診したことがない人

血液検査
＊特定健診を受ける人
は、同じ血液で検査
ができます。前立腺がん

検診

伊豆の国市に住んでいる 50 歳以上
（昭和38年３月31日以前に生まれた）
の男性

●
肝
炎
ウ
ィ
ル
ス　

ほ
か

●
特
定
健
診

●
各
種
が
ん

●
結
核

個別健（検）診

集団健（検）診
と　き ところ

12 月４日（火）長岡保健センター（あやめ会館）
10 日（月）韮山福祉・保健センター
19 日（水）韮山福祉・保健センター
21 日（金）長岡保健センター（あやめ会館）

１月 11 日（金）長岡保健センター（あやめ会館）
17 日（木）韮山福祉・保健センター

＊受付時間は、8：30～ 10：30です。

指定の
医療機関
で受診

●特定健診、肝炎ウイルス検査・前立
　腺がん検診
　12月１日（土）～ 26日（水）まで
●がん検診・婦人科検診
　12月末日まで
＊直接医療機関に予約をしてください。

集団健診申込専用電話
☎ 0120-976-581（電話料無料）
予約時間　月～金　９：15 ～ 20：00
土・日・祝日・12月 29 日（土）～ 1月 4日（金）までは
受け付けできません。

＊がん検診（胃・大腸・肺・結核）のみ受診する場合は、申し
　込み不要です。受診票を持って、受付時間内に検診会場へ
　お越しください。


